
 

精神分析セミナー 系統講義 
ジュニア・コース

主催 精神分析的心理療法セミナーみえ 

観察と記述、設定と態度、history と理解 

 このコースでは、精神分析的心理療法の基盤を学びます。それは同時に心理臨床の

基盤です。この種の心理療法を安全かつ安定的に営める基礎を系統的に学べるように

企画されています。 

精神分析的心理療法は、多種多様な心理臨床のひとつであり、他人の「こころの痛み」

や「運命」に触れる営みです。この深淵な営みは、基盤となる一連の重要な行為によ

って構成されています。 

まず精神分析的に観察することであり、その観察を叙述的に記述することです。こ

の観察や記述は、精神分析的な態度や設定（治療構造）で行われます。こうして「こ

ころのhistory」が再構成され、それをもとに「こころの世界」を理解するのです 

2年をかけて「観察と記述、設定と態度、historyと理解」を丁寧に学んでいきます。

●少人数で、じっくりと討論をしながら、体験から学ぶ 

 それぞれの講義では、臨床素材を中心にすえて、講師と参加者と討論して進めていき

ます。講義への能動的な参加によって、より深く理解し、臨床につなげることを目指し

ます。 

平井 正三※１ 
御池心理療法センター 

 

堀 恵子※2 
ながら心理相談室 

 

鈴木 誠※2 

くわな心理相談室 

企   画 

講義内容 必読文献 

オリエンテーション 
乾吉佑：治療ゼロ期の精神分析、精神分析研究

Vol.54,No.3,2010 

設定 

平井正三：精神分析的心理療法における治療者の行為―精神

分析的状況の能動的構成をめぐって、精神分析研究

247-257,vol49(3),2005 

設定からの逸脱 
第1章「分析空間の作り方」～第２章「治療対象の『見立て』

とその進め方」 

精神分析的態度① 第３章「治療契約と治療者の身の置き方」  

精神分析的態度② 第４章「耳の傾け方―聴き方、人の読み方」  

観察① クライン：著作集４乳幼児の行動観察について 

観察② (同上) 

記述（面接記録） 
特集：プロセスノート（面接記録）をどう書くか：精神分析

研究,vol47(2)、2003 

記述（ケースレポート） (同上) 

まとめの講義 講師：平井先生による講義 

テキスト：私設対象関係論的心理療法入門：松木邦裕（金剛出版社）・精神分析研究 

11 年度「設定・態度・観察・記述」講師：平井・鈴木・堀・他

※１ 日本精神分析学会認定スーパーバイザ

ー・認定心理療法士   

※２ 日本精神分析学会認定心理療法士 

 

11 年度募集 

  毎月第 2 土曜日 

日 年 10 回 

時 17:30～20:00  

  まとめの講義は、日曜日になります 

  臨床心理士 

参 心理職 

加 社会福祉士 

資 精神保健福祉士 

格 精神科医 

  心理系大学院生 

定員 15 名 

会 くわな心理相談室 

場 桑名駅下車徒歩 1 分 

参   

加 \63,000 

費   

 



 

 12 年度「history と理解」    講師：平井正三・鈴木誠・堀恵子

【申込方法】 

事務局宛に、E-mailもしくはファックスで「系統講義ジュニア・コース」参加希望と明記して、氏名、所属・職種、住所、

電話番号、メールアドレス、臨床心理士資格の有無、日本精神分析学会の会員資格の有無を記載し、お申し込みください。

【締め切り】 2011年 3月 20日（定員になり次第、申込みを締め切ります。） 

【申し込み先】 

精神分析的心理療法セミナーみえ事務局 

〒511-0811 桑名市東方山手通155-1シャトレ桑名201 くわな心理相談室  

FAX 058-295-6703    E-mail  seminar-mie@nagarashinri.com 電話でのお問い合わせはご遠慮ください。 

 

※参加希望者が4名以下の場合は、このコースを実施できませんので、あしからずご了承ください。 

日常的な心理臨床では、実際に

精神分析的心理療法に入る前の

「治療ゼロ期」は、きわめて重要

です。この時期には、心理療法を

おこなう施設で精神分析的文化

を作り出すこと、ケースマネージ

メント、アセスメントなどの地道

ですが重要な仕事が行われます。

こうした仕事も、精神分析的心

理療法の基盤なくしてはできま

せん。11年度では、この基盤とし

て「設定・態度・観察・記述」に

焦点を当てます。 

12年度は、この基盤をもとに

「histroyと理解」を学びます。

講義内容 必読文献 

精神分析的思考とアセスメント 講師：平井先生による講義 

関係性：持ち込まれる情緒 第1部関係の様相：第1章～第2章 

関係性：転移/逆転移と空想 第1部関係の様相：第3章～第4章 

関係性：空想と相互作用 第1部関係の様相：第5章～第6章 

葛藤、不安、防衛：迫害不安と抑うつ不

安 
第2部葛藤、不安、防衛：第1章～第2章

葛藤、不安、防衛：喪失と喪の悲しみ 第2部葛藤、不安、防衛：第3章 

葛藤、不安、防衛：賞賛と羨望 第２部葛藤、不安、防衛：第４章 

洞察と援助的関係：洞察をうること 
第３部洞察をうることとそれを心理学的

援助関係の中で生かすこと：第１章 

洞察と援助的関係：治療的相互関係 
第３部洞察をうることとそれを心理学的

援助関係の中で生かすこと：第２章 

洞察と援助的関係：責任と負担 
第３部洞察をうることとそれを心理学的

援助関係の中で生かすこと：第３章 

テキスト：臨床現場に生かすクライン派精神分析―精神分析における洞察と関係性（武藤

誠訳・平井正三監訳）岩崎学術出版社 

【精神分析的心理療法セミナーみえの歴史】 

地方でも精神分析的心理療法を学べる場として、この研究会は 1999 年春に 10 名の有志が集い設立。この 10 名は中堅やベ

テランの臨床心理士で、それ以前もそれぞれが精神分析の研修を重ねてきていた。研究会を設立するに当たり、自分たちがど

んな研修機会を求めているのかを議論し、この研究会の理念を明確にした。 

2007 年に日本精神分析学会の認定研修グループの認定申請するにあたり、平井正三氏を顧問（スーパーバイザー）に招請

して研究会の運営を行うようになり、現在、日本精神分析学会認定研修グループとして「系統講義」と「事例検討会」を運営

し、年一回の「特別講義」を主催し生涯研修の場としている。 

 

【運営に関する基本的な考え方 】 

自分たちが優れた臨床家と評価できる講師を招く。講師と受講生は相互に自立した立場で、じっくり議論しながら学ぶ。

できる限り一人の講師から通年にわたって学ぶ。議論を深めるために、できるだけ少人数で運営する。理論を学ぶ際も、臨床

を中心にすえる。系統的に学ぶと同時に、自分たちが不足している分野や興味のある分野を学ぶ場とする。研究会は、狭義の

徒弟制度とは距離を保ち派閥とはならない。 


